
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
二
十
一
日
（
木
）
第
九
四
七
回 

◇
・
講
師 

三
谷 

大
和 

 
 

 

八
千
代
市
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
谷
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム 

会
長 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
お
れ
の
生
き
ざ
ま
～
倫
理
と
出
会
っ
て
～
」 

 
 

 

岡
山
県
津
市
で
生
ま
れ
る
。
小
学
校
二
年
生
の
時
に
両
親
が
離
婚
。
子
供
心 

に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
が
、
自
分
の
力
で
母
親
の
い
る
生
活
を
取
り
戻
そ 

う
と
決
意
し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
に
打
ち
込
む
。
父
親
と
二
人
三
脚
で
ボ
ク
シ
ン
グ 

の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
目
指
し
、
父
の
ス
パ
ル
タ
に
耐
え
た
。
高
校
に
進
学 

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会
の
時
に
別
れ
た
母
親
が
観
戦
に
来
て 

く
れ
、
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
決
勝
で
優
勝
し
た
時
両
親
の
手
を
握
り 

素
直
に
「
生
ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
を
言
っ
た
。
早
稲
田
大
学
に
進
学
し 

二
十
二
年
ぶ
り
の
全
日
本
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
。
世
界
戦
に
挑
む
も
奪
取
で 

き
ず
、
父
か
ら
勘
当
さ
れ
る
。
十
六
年
間
別
々
に
暮
ら
し
た
。
そ
の
頃
「
万
人 

幸
福
の
栞
」
に
感
激
し
、
倫
理
法
人
会
入
会
。
し
か
し
、
十
三
条
「
本
を
忘
れ 

ず
末
を
乱
さ
ず
」
が
父
親
の
事
も
あ
り
、
ど
う
し
て
も
読
め
な
か
っ
た
。
倫
友 

 
 

 
 

 
 

の
指
導
で
津
山
市
に
赴
き
、
や
っ
と
の
思
い
で
父
親
に
土
下
座 

 
 

 
 

 
 

し
て
謝
り
抱
き
合
っ
た
。
津
山
市
に
倫
理
法
人
会
も
起
ち
上
げ 

 
 

 
 

 
 

た
。
今
は
「
千
葉
か
ら
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
」
の
夢
を
追
い 

 
 

 
 

 
 

か
け
ジ
ム
の
若
手
育
成
に
努
め
る
。 

 

高
橋 

茂
行 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

    モーニングセミナー   (会場）  埼玉屋旅館内   （お問い合わせ先） 草加市倫理法人会 事務局 

    毎週木曜           草加市高砂1-10-13      八潮市柳之宮196-14 (有)アイビルド設計内 

    AM6:00~7:：00       Tel 048-922-4141      Tel 048-998-8868  (HP)：http:/www.rinri-soka.org/ 

 

  

                    

 

 

四
月
二
十
八
日
（
木
）
第
九
四
八
回 

◇
・
講
師 

渡
邉 

一
美 

 
 

東
松
山
市
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
有
）
と
う
ふ
工
房
わ
た
な
べ 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
・
テ
ー
マ 

「
豆
腐
屋
と
倫
理
」 

 
 

 

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
長
の
時
に
机
や
書
類
を
き
ち
っ
と
揃
え
る
習
慣 

が
つ
き
、
職
場
も
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
銀
行
や
仕
入
れ
先
の
方 

か
ら
も
整
理
さ
れ
た
職
場
を
褒
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
四
年
に
父
の
経
営 

す
る
豆
腐
屋
で
働
き
、
当
時
は
ス
ー
パ
ー
で
安
く
売
ら
れ
大
手
企
業
以
外
は
ど 

 
 

ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
小
規
模
加
工
業
者
は
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が

大
事
と
考
え
、
遺
伝
子
組
換
え
の
大
豆
に
不
安
な
消
費
者
か
ら
の
要
望
も
あ
り 

地
元
の
大
豆
を
使
っ
た
豆
腐
を
作
り
ま
し
た
。
物
質
優
先
か
ら
人
心
優
先
、
大 

 
 

量
生
産
か
ら
手
作
り
生
産
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
、
消
費
者
が
生
産
者
と 

の
絆
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
大
豆
を
作
る
人
、
豆
腐
を
作
る
人
、
配
達 

す
る
人
、
買
っ
て
く
れ
る
人
、
食
べ
て
く
れ
る
人
皆
が
顔
見
知
り
に
な
り
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
人
の
為
に
大
豆
を
作
り
豆
腐
を
作
る
。
こ
の
人
が
作
っ
た
か 

 
 

 
 

 

ら
安
心
と
い
う
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
全
て
は
人
間 

 
 

 
 

 

関
係
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
倫
理
を
学
び
続
け
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
沢 

威 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

四
月
七
日(

木
）
第
九
四
五
回 

◇
・
講
師 

田
中 

和
明 

 
 

 
 

 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

顧
問 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

草
加
市
長 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
「
快
適
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
」
」 

  
二
年
後
に
草
加
市
は
市
政
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
草
加
市
が
め
ざ 

 
す
都
市
像
は
「
快
適
都
市
～
地
域
の
豊
か
さ
の
創
出
～
」
を
主
題
に
「
い
つ 

ま
で
も
、
こ
の
ま
ち
で
暮
ら
し
た
い
」
「
こ
の
ま
ち
で
子
供
を
育
て
た
い
」 

に
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
「
快
適
な
環
境
・
・
環
境
に
や
さ
し
い
水
と 

み
ど
り
の
ま
ち
を
つ
く
る
」
「
安
全
と
安
心
・
・
人
に
や
さ
し
い
安
心
し
て 

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
「
活
気
の
創
出
・
・
に
ぎ
わ
い
の
あ
る 

ま
ち
を
つ
く
る
」
「
地
域
の
共
生
・
・
と
も
に
力
を
あ
わ
せ
て
自
分
た
ち
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
ち
を
つ
く
る
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
テ
ー
マ
の
実
現
に
は
行
政
だ
け
で 

 
 

 
 

 
 

 

行
う
の
で
は
な
く
関
係
団
体
と
市
民
の
力
を
結
集
し
た 

 
 

 
 

 
 

 

「
ま
ち
の
力
」
す
な
わ
ち
、
市
民
力
・
地
域
力
を
集
結
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
、
草
加
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

実
情
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
出
前
講
座
」
を
実
施 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
と
ご
理
解
を 

 
 

 
 

 
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

高
橋 

茂
行 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
月
十
四
日
（
木
）
第
九
四
六
回 

 

◇
・
講
師 

齋
藤 

幸
子 

 
 

 

草
加
市
倫
理
法
人
会 

副
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
有
）
信
貴
工
房 
取
締
役
専
務 

◇
・
テ
ー
マ 

「
少
年
刑
法
犯
の
昨
今
と
現
状
」  

 
 

 

平
成
十
七
年
と
平
成
二
十
六
年
を
比
較
し
て
み
る
と
少
年
犯
罪
は
減
少 

 

し
て
い
ま
す
が
、
中
学
生
が
多
く
ま
た
、
未
就
学
、
小
学
生
の
割
合
も
多
く 

内
容
も
凶
悪
化
し
て
い
ま
す
。
覚
せ
い
剤
で
捕
ま
る
小
学
生
も
い
ま
し
た
。 

私
が
保
護
司
に
な
っ
て
初
め
て
担
当
し
た
少
年
は
娘
の
同
級
生
で
し
た
。 

当
時
は
暴
走
族
が
多
か
っ
た
が
警
察
の
努
力
で
今
は
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り 

ま
し
た
。
現
在
の
暴
走
族
は
暴
力
団
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
あ
る
少
女
を 

担
当
し
た
時
、
そ
の
少
女
が
多
摩
に
引
越
す
事
に
な
り
ま
し
た
。
通
常
は 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

多
摩
の
保
護
司
に
引
き
継
ぐ
の
で
す
が
少
女
の
強
い
希
望
で
私
が
継
続
し
て 

担
当
し
ま
し
た
。
や
が
て
結
婚
し
て
子
供
を
連
れ
て
き
て
く
れ
た
時
は
と
て 

 
 

 
 

 
 

 

も
感
動
し
ま
し
た
。
子
供
た
ち
の
再
犯
を
見
る
と
無
職
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

が
有
職
者
の
五
倍
多
く
、
再
犯
を
防
ぐ
為
に
は
働
い
て
も 

 
 

 
 

 
 

 
 

ら
う
事
が
第
一
で
す
。
就
労
先
を
確
保
す
る
事
が
大
事
で 

 
 

 
 

 
 

 

平
成
十
八
年
度
か
ら
国
が
就
労
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
新
設
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

た
の
で
、
明
る
い
街
づ
く
り
の
為
に
も
皆
さ
ん
ご
協
力 

 
 

 
 

 
 

 

お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

広
沢 

威 

記 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


